（サビ）
瞳に映された　貴女に見える世界さえ
全てを奪いたい　僕だけ映してほしいから

（A）
ベッドに転がる僕は　ノイズばかりに囚われてる
その声が聞こえないから　ずっと耳をふさいでいる

（B）
ここからもう　出ていくから
僕の見えるその場所まで　来てほしい

（A）
いつものように　僕が欲する時はかわらず
雲に覆われ　日差しはないけれど
貴女の事　僕が照らすから

（C）
僕の世界は　光はないけれど
貴女がいれば　輝かせるから

（D）
白く儚い貴女さえ　手に入れられたら
語る言葉もいらないくらい　すべてが変わるよ

（サビ）
誰もが振り返るような　輝きに満たされて
透き通るあなたを　僕が包み込む

（D）
気付けば二人だけの　世界にかわるから
僕の暗い世界まで　君をつれていくかな

（サビ）
誰もが振り返るような　輝きに満たされて
透き通るあなたを　僕が包み込む
瞳に映された　貴女に見える世界さえ
全てを奪いたい　僕だけ映してほしいから

